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主な要件： 
• 高信頼通信 
• 計測に適したノードの装着位置 
• 低遅延（例：緊急信号の発信） 
• 低消費電力 
• Q0Sの最適制御 
• セキュリティ 

複数のノードとハブ間で生体情報を
送受信し，ハブはセンシング情報を
外部機器に送信したり，取得情報に
対するフィードバックをノードに送信し
たりする． 

WBANの構成例 出典：富士通 

ワイヤレスボディエリアネットワーク(WBAN) 
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ウルトラワイドバンド(UWB)技術 

• 十分低いレベル(熱雑音の1/100)とす

れば，既存のワイヤレスシステム周
波数共用可能 

• 実質的に新しい周波数資源が開発さ
れたのと同等 

• 伝達距離は限定(例：1–10 m) 
• 低消費電力 

• マルチパスに強い 

WBAN物理層の有力候補 
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